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か
ら
」
構
築
す
る
試
み
が
ド
イ
ツ
史
に
「
下
」
を

付
加
す
る
試
み
と
な
っ
て
し
ま
い
、
彼
の
構
想
が

放
つ
精
彩
が
幾
分
央
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
あ
く
ま
で
「
下
か
ら
」
の
構
築
と
い
う

意
図
を
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、
共
同
体
を
調
和
的
な

世
界
と
晃
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体
内
部
の
矛
盾

が
封
建
的
原
理
を
い
か
に
再
編
す
る
か
を
見
透
す

よ
う
な
視
点
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
意
味
で
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
が
都
市
叛
乱
を
扱
っ
た

節
で
都
市
内
闘
争
を
取
り
挙
げ
て
い
る
の
は
示
唆

的
で
あ
る
。
す
で
に
家
父
の
平
等
と
い
う
共
母
体

原
理
は
揺
ら
ぎ
、
共
同
体
内
部
に
権
力
闘
争
が
顕

在
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
玉
薬
共
同
体
に
も
少
な
か
ら
ず
該
当
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
思
い
つ
く
ま
ま
に
若
干
の
疑
問
を
提
示
し
て
み

た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
魅
力
が
些
か
も
減

じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
学
の
専
門
化
・

細
分
化
に
対
す
る
危
機
感
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
本

書
は
こ
の
よ
う
な
風
潮
に
対
す
る
コ
つ
の
意
義

申
し
立
て
し
と
し
て
も
価
値
あ
る
　
冊
と
い
え
よ

、
つ
。

　
　
　
　
（
A
4
版
　
一
一
〇
五
頁
　
一
九
九
〇
年
六
月

　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
募
二
、
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
佐
λ
木
博
光
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
）

　
　
受
贈
図
書

　
　
　
　
（
一
九
九
一
年
四
月
三
〇
臼
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
年
七
月
二
日
）

経
済
論
集
（
録
音
大
学
校
経
済
研
究
所
）
　
二
九

　
…
三
、
四

古
脊
椎
動
物
学
報
（
中
国
科
学
院
古
脊
椎
）
　
二

　
九
一
一

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
　
三
九
一
一

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）

　
二
八

歴
史
学
論
集
（
山
梨
大
学
教
育
学
部
史
学
教
室
）

　
二
九
、
三
〇

青
丘
学
術
論
集
（
韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団
）

　
一日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
　
三
四
四
、
三

　
四
五
、
　
三
四
六

史
淵
（
九
州
大
学
文
学
部
）
　
一
二
八
、

法
学
志
林
（
法
政
大
学
法
学
志
林
協
会
）
　
八
八

　
一
三

三
浦
古
文
化
（
三
浦
古
文
化
研
究
会
）
　
四
八

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東

　
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
）

　
二
五

京
都
大
学
経
済
論
集
（
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学

　
研
究
科
編
集
委
）
　
ご

平
成
二
年
度
　
研
究
報
告
書
（
中
小
企
業
事
業
団
）

　
九
一
一
一
、
三
～
七
、
九
、
一
一
、
　
六
、
一

　
八
民
族
学
研
（
日
本
民
族
学
会
）
　
五
五
－
四

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
　
四
三
－
五
、
六

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
　
四
ニ
ー

　
二
西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
）

　
一
八

岡
崎
市
史
研
究
（
岡
崎
市
羅
馬
さ
ん
委
員
会
）

　
一
三

韓
国
史
研
究
報
（
国
史
編
纂
委
員
会
）
　
七
二

資
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
（
東
北
大
学
日
本
文

　
化
研
究
施
設
）
　
別
巻
二
八

富
士
論
叢
（
富
士
短
期
大
学
学
術
研
究
会
）
　
三

　
五
一
二

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
六
〇

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
四
三
－
四
、
五

鹿
児
島
経
大
論
集
（
鹿
児
島
経
済
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
　
三
二
…
一

東
京
学
芸
大
学
紀
要
（
東
京
学
芸
大
学
紀
要
出
版

　
委
員
会
）
　
四
一

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
　
一
〇
〇
1
四
、
五

福
建
師
範
大
学
学
報
哲
学
社
会
学
版
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O
o
ω
巳
8
9
賀
8
ω
言
象
＄
（
京
都
外
国
語
大
学
）

　
N
Φ

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
薪
究
所
）
　
六

　
七
田
ω
8
H
貯
竃
①
改
＄
塗
（
国
い
O
O
び
国
Q
H
O
U
国

　
蜜
帥
×
H
o
O
）
H
無

史
窟
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
　
四
八

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
一
〇
五
－

　
五
、
六

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
韓
国
）
　
一
二
八

史
料
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
班
）
　
一
一
一
、

　
一
＝
一

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
　
二
九

福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
　
人
文
科
学
編
　
一
三

　
一史
聚
（
史
聚
会
）
　
二
五

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
　
五
一

　
八
、
五
一
九
、
別
巻

ア
ジ
ア
研
究
所
所
二
報
（
亜
細
亜
研
究
駈
）

王
根
酎
。
℃
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）

黍
刊
ぐ
ん
し
ょ
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

出
版
図
書
目
録
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

　
九
一

月
刊
　
歴
史
手
帖
（
名
著
出
版
）

　
七

　　　　　　　　ノ、

九ニ一二

＝
バ
ー
六
、

社
会
学
年
三
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
　
三
二

芸
林
（
芸
林
会
）
　
四
〇
i
二

神
道
学
　
出
雲
復
刊
（
神
道
学
会
）
　
一
四
九

史
　
と
美
術
（
史
迩
美
術
同
放
会
）
　
六
一
－
四
、

　
五
国
史
学
（
国
史
学
会
）
　
一
四
四

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
　
五
一
七
、
五
一

　
八
日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
四
人
文
学
科
論
集
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
　
三

　
三
国
際
関
係
学
研
究
（
津
田
塾
大
学
）
　
一
七
、
一

　
七
（
別
冊
）

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
四
三
一
五

〇
畠
2
Ω
露
国
ω
話
0
6
。
。
臼
二
国
（
≧
〈
〉
韓
国
≧
ニ

　
エ
〉
蟹
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∩
∩
∩
ぬ
）
　
押
卜
。

貿
易
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
際
貿
易
促

　
進
委
員
会
）
　
二

そ
呈
井
　
二

日
本
歴
史
学
協
会
年
報
（
日
本
歴
史
学
協
会
）

　
六
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
　
四
〇

こ
べ
る
　
（
京
都
部
落
史
研
究
会
）
　
　
一
六
二
、
　
一

　
六
三

国
瞬
ω
8
瓢
ω
o
び
o
N
Φ
搾
。
。
o
び
ユ
｛
け
　
b
O
三

皇
学
館
大
学
紀
要
　
二
九

H
客
】
）
国
図
高
松
（
高
松
観
光
協
会
）

瀬
戸
の
都
　
高
松
（
高
松
観
光
協
会
）

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
　
五
四
－
三
、
四

考
古
学
雑
駈
誌
（
日
本
考
古
学
会
）
　
　
七
六
一
一
嵩

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
　
四
三
一
ご

史
学
（
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
三
田
史
学
会
）

　
六
〇
一
一

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
七

　
九

〇σ

禔
ｿ
↓
工
霞
く
員
で
団
。
σ
工
閃
＝
開
〈
O
↓
○
で
＝
鼠

　
（
エ
〉
さ
く
〉
）
　
H

人
文
科
学
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
　
二
四

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
二
四

教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
法
人
学
会
）
　
二
i

　
二
、
三

豊
叫
哩
辛
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科

　
学
院
図
書
館
）
　
一

碧
刈
唱
子
（
朝
鮮
罠
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科

　
学
院
図
書
館
）
　
一

事
朴
斗
舜
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科

　
学
院
図
書
館
）
　
一

斗
羅
ユ
ユ
唱
辛
（
朝
館
民
主
主
義
人
罠
共
和
国
社

　
会
科
学
院
図
書
館
）
　
一
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斯
道
文
庫
論
集
（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯

　
道
文
庫
）
　
二
五

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
　
社
会
科
学
部
門
　
四

　
九
日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想

　
史
学
研
究
室
）
　
二
三

京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
　
一
〇

げ
。
一
簿
ぎ
ω
蒔
①
象
8
臨
巴
σ
両
国
い

　
○
○
い
国
O
H
O
U
国
嵐
ゆ
区
H
O
O

神
道
宗
教
（
国
学
院
大
学
神
道
宗
教
学
会
）
　
一

　
四
三

呈
郵
擁
叫
告
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
困
社
会

　
科
学
院
図
書
館
）
　
一

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
　
一
八
五
、
　

　
八
六

な
に
わ
の
み
や
（
難
波
の
宮
跡
保
存
対
策
協
議
会
）

　
創
刊
号

雁～

?
八
（
東
北
史
学
会
）
　
　
七
六

　
　
　
お
　
詫
　
び

　
先
回
の
会
告
中
、
新
任
理
事
成
田
孝
三
氏
の
お

名
前
が
脱
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

お
詫
び
の
上
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
匹
○
○
字
詰
八
○
枚
以
内

○
研
究
ノ
ー
ト
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
…
ト
・
研
究
動
向
∵
書
評
に
は
、
　
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
京
都
帯
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

御
注
意

　
　
図
表
、
あ
る
い
は
特
殊
活
字
を
掲
載
す
る
場

　
合
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
八
月
の
ソ
連
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
全
世
界
の
人

々
へ
衝
撃
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

ソ
連
が
大
き
く
民
主
化
の
方
向
へ
歩
を
進
め
た
の

を
見
る
と
、
東
欧
罠
主
化
、
湾
岸
戦
争
そ
し
て
今

回
の
政
変
の
失
敗
と
、
世
界
が
一
つ
の
方
向
へ
大

き
く
動
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ざ
る
を
富
ま
せ

ん
。
二
十
一
世
紀
の
人
々
は
こ
の
変
動
を
含
め
て

二
十
世
紀
の
歴
史
を
ど
の
様
に
記
述
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
世
紀
末
の
今
新
た
な
歴
史
観
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
（
山
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

藏
塾
繁
胆
諸
潮
定
価
≡
O
o
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
由
又
　
　
林
　
　
第
七
【
畠
巻
第
｝
血
号
　
（
通
巻
第
一
二
占
ハ
九
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
巷
京
都
七
一
五
心
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
竺
沙
雅
章

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
　
中
村
印
欄
株
式
会
社
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